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使用可能ツール・システム

高志インテックは、生成AI・画像解析・映像解析・エッジAIなどのAI技術を活用した業務改善／省力化・省人化に
ついて、課題整理からPoC（概念実証）、本番導入、運用定着、全社展開まで一貫して支援します。既存の業務シス
テムとの連携や、現場で継続利用される運用設計まで含め、「使われる仕組み」として実装することを重視してい
ます。
また、AIに限らず各種業務パッケージの導入・運用支援にも対応しています。

・AI類似図面検索システム
　高志インテックのAI類似図面検索システムは、図面に含まれる形状からAIが学習した特徴を抽出し、類似する図
面・形状を高速に検索できるシステムです。
形状検索に加え、図面に紐づく属性情報やキーワード検索にも対応しています。シンプルな部品形状に適した「シ
ングル版」と、表題欄・寸法線を含む三面図など複数図形の図面からAIが形状を自動認識し、その形状で検索でき
る「マルチ版」を用意しており、お客様の業務特性に合わせて選択いただけます。
導入形態は、図面を外部に出さずに運用できるオンプレミス構築と、自社サーバー構築が不要なクラウド構築の
両方に対応。
さらに、他システム連携など、既存運用に合わせたカスタマイズも可能です。

・生成AI(LLM)
高志インテックでは、生成AI（LLM）を活用した業務支援にも対応しています。
文章要約・作成、FAQ／問い合わせ対応の自動化、社内ナレッジ検索、議事録作成など、用途に合わせた活用方法
をご提案します。セキュリティや情報管理に配慮し、既存業務・システムとの連携も含めて導入から運用まで支援し
ます。

・Salesforce
CRM／SFAプラットフォームであるSalesforceを活用した業務支援に対応しています。
顧客情報や商談・案件管理の一元化をはじめ、問い合わせ管理、レポート／ダッシュボードによる可視化、業務フ
ローに合わせた設定・改善まで、運用を見据えてご提案します。既存システムとの連携やデータ移行のご相談も可
能です。

・mitoco
　コミュニケーションを活性化し、業務の生産性を高めるクラウドベースのグループウェアです。
全社への周知連絡、スケジュール共有、社内申請、資料管理などを一元化し、日々の業務をスムーズにします。
Salesforce基盤を利用しているため、短期間で導入でき、権限管理や監査性も含めてセキュアに運用できる点
も特長です。
　高志インテックではさらに、mitocoを単なるグループウェアとしてではなく、mitoco＋SkyVisualEditorに
よる基幹システム周辺ツールの開発基盤として活用するご提案も行っています。部門ごとに作られてきた業務
ツール（Microsoft Access等）をクラウドへ置き換えることで、端末依存や属人化を抑え、保守・改修を継続し
やすい運用を実現します。データと画面をクラウドに集約できるため、拠点・在宅を問わず同じ環境で利用でき、リ
モートワークでも業務を止めない体制づくりにつながります。



支援実績

高志インテックでは、製造業を中心にさまざまな業種のお客様に対し、業務改善・省力化／省人化の支援を行って
きました。
近年はAI導入にも注力し、課題整理からPoC（概念実証）、本番導入、運用定着まで一貫して対応しています。
主な支援実績は以下のとおりです。

1）AIで設計資産を最大限に活用：AI類似図面検索システム導入（設計DX）

■対象：製造業（設計部門）
■背景・課題
過去図面が大量に蓄積されている一方で、ファイル名や管理ルールが統一されず検索に時間がかかり、「似た形状
の図面があるはずだが見つからない」状態が発生。結果として類似部品を一から設計してしまい、設計工数増大や
標準化の遅れにつながっていた。
■取り組み・技術
登録図面をAIが解析し、形状の特徴量を自動学習・データ化。ユーザーが指定した形状から類似図面を高速検索
できる仕組みを構築。部品情報・仕様・管理番号等の属性検索にも対応し、複数の切り口で目的図面にアクセス可
能とした。図面ファイルの自動取り込み機能や、PDM等の既存システム連携にも対応し、現場運用に合わせてカス
タマイズ。
■導入効果
過去図面探索時間を大幅に削減し、流用設計・標準部品活用を促進。設計工数の削減、設計品質の平準化、属人化
の解消に寄与。既存システム連携により、特別な運用負荷を増やさず安定した図面管理・検索環境を実現。

2）生成AI×図面解析による購買（調達）業務の高度化（PoC～段階導入）
対象：製造業（購買/調達部門）

■背景・課題
設計図面から材質・加工方法・板厚・公差・精度等を読み取り、発注先を選定する業務が熟練者の経験に依存し、属
人化・業務集中・育成負荷が課題。

■取り組み・技術
生成AIを活用し、図面内の文字情報・図形情報を解析して、調達判断に必要な項目（材質、加工方法、板厚、公差、
精度等）を自動抽出・判別する仕組みを検証。図面データ数百枚で学習・評価を行い、PoC段階で約80％程度の
認識精度を確認。まずは購買部門の１部門へ適用し、業務適合性を検証。

■導入効果／今後
図面読解負荷の軽減と初期判断の支援により、経験の浅い担当者でも一定水準の判断が可能となる見通しを確
認。今後は全購買部門へ展開し、サプライヤー選定補助、見積回答の妥当性確認（条件齟齬の検知等）へ適用拡大
予定。さらにAI類似図面検索と連動し、設計～購買を横断して効率化する構想。

3）AI×画像解析で石灰炉の原料投入を自動化（24時間稼働設備の省人化・品質均一化／本番導入）
■対象：製造業（プロセス設備）
■背景・課題
24時間365日稼働する重要設備において、炉内の原料量を適切に保つことが品質維持の鍵。導入前は作業員が
現場で目視確認し経験や勘で原料投入しており、長時間監視による負荷、判断差による品質ばらつき、属人化に
よる安定運用不安が課題。

■取り組み・技術
石灰炉周辺に設置した複数カメラ映像をAIで解析し、炉内原料量を自動判定する監視システムを開発。判定結果
をPLCと連携して投入装置へ直接送信し、人の判断を介さず一定基準に基づく投入制御を実現。既設設備を活か
した実運用に即した自動化を構築。

■導入効果
常時監視が必要だった現場作業の負担を大幅に軽減。原料投入のばらつきを抑え稼働状態が安定し、製品品質の
均一化と設備運用の信頼性向上を両立。AIによる24時間自動監視により、省人化と品質向上を同時に実現。

4）AI画像解析で繊維径測定を自動化（品質管理の省人化・標準化／PoC）
■対象：製造業（品質管理）
■背景・課題
電子顕微鏡の拡大画像をもとに担当者が目視で繊維径を測定しており、専門性が必要で作業負荷が高い。担当者
ごとの判断差により測定結果のばらつきも発生し、人手不足を見据えた安定運用が課題。

■取り組み・技術
顕微鏡画像内の繊維をAIが自動認識・抽出し、定義ルールに基づいて繊維径を自動測定する仕組みを構築。AIモ
デル検証を重ね、一定精度で安定した測定結果が得られることを確認し、適用可能性を評価。

■導入効果
測定作業にかかる人手・時間の削減可能性を確認し、担当者負荷軽減に寄与。測定ロジックのシステム化により判
断ばらつきを解消し、品質評価の安定化・標準化に寄与。

5）AI映像解析で人流・交通量・駐車状況を可視化（都市・施設運営のリアルタイム監視基盤／実用化・継続運用）

■対象：自治体・施設運営等
■背景・課題
人流や交通量、駐車状況の把握は安全管理や運営改善に直結するが、従来は目視確認や現地調査が中心で、人手
と時間がかかる／リアルタイム把握が難しい／エリア全体を継続監視できないことが課題。
■取り組み・技術
既存カメラ映像を活用したAI映像解析システムを構築。人物・車両検出、人流カウント、交通量計測、駐車エリア指
定による駐車台数算出、指定区域内の駐車違反検出を実装し、解析結果をリアルタイムで可視化。実証に留まらず
実運用として継続利用。

■導入効果
自動監視により常時把握できる環境を実現し、確認作業の省人化と負荷軽減に寄与。混雑や違反兆候のリアルタ
イム把握、データに基づく運営・対策判断を可能とし、運営効率化と安全性向上を支える基盤として活用。

6）AIによる本人確認書類判定でeKYC業務を高度化（不正検知・省人化）
■対象：金融機関・オンラインサービス等（eKYC）
■背景・課題
本人確認書類画像の種類判別や、コピー・紙焼き等の不正書類の見極めが人手依存で、担当者負荷増大、判断ば
らつき、確認時間の長さが課題。eKYC拡大やマネロン対策の観点でも、厳格かつ効率的な確認プロセスが求め
られていた。

■取り組み・技術
ユーザーがアップロードした画像をAIが解析し、免許証・マイナンバーカード等の書類種別を自動判定。加えて、コ
ピー紙等の不正書類を検知する仕組みを実装。オプションとして、顔写真付き書類と本人顔画像の照合機能等へ
拡張可能な設計。

■導入効果
一次チェック作業を大幅に削減し、省人化と効率化を実現。判断基準の統一によりチェック品質の平準化と不正リ
スク低減に寄与し、迅速かつ信頼性の高い本人確認プロセスを実現。

7）現場撮影だけで型番判別：CG×エッジAIによるアルミ材識別PoC
■対象：製造業（現場）
■背景・課題
形状が似た製品が多く、目視や資料による型番確認に時間と手間がかかり、作業中断や確認ミスが課題。AI活用
にあたり学習用画像データの確保、照明・汚れ等の現場条件への対応がハードル。

■取り組み・技術
iPadで撮影した映像を端末内で解析し、その場で型番を表示するエッジAIを検証（クラウド通信なし）。学習には
実写に加え、2D断面図から生成した3Dデータを活用し、光源・汚れ・背景等を再現したCG画像を大量生成して
学習データとして使用。処理速度、認識精度、照明条件差の影響を評価。

■導入効果
撮影から短時間で型番表示できる見通しを確認し、照合作業削減・確認ミス低減の可能性を示した。CG画像活用
により、実データが限られる条件下でも現場に近い環境で安定識別を目指せる知見を獲得。



高志インテックでは、製造業を中心にさまざまな業種のお客様に対し、業務改善・省力化／省人化の支援を行って
きました。
近年はAI導入にも注力し、課題整理からPoC（概念実証）、本番導入、運用定着まで一貫して対応しています。
主な支援実績は以下のとおりです。

1）AIで設計資産を最大限に活用：AI類似図面検索システム導入（設計DX）

■対象：製造業（設計部門）
■背景・課題
過去図面が大量に蓄積されている一方で、ファイル名や管理ルールが統一されず検索に時間がかかり、「似た形状
の図面があるはずだが見つからない」状態が発生。結果として類似部品を一から設計してしまい、設計工数増大や
標準化の遅れにつながっていた。
■取り組み・技術
登録図面をAIが解析し、形状の特徴量を自動学習・データ化。ユーザーが指定した形状から類似図面を高速検索
できる仕組みを構築。部品情報・仕様・管理番号等の属性検索にも対応し、複数の切り口で目的図面にアクセス可
能とした。図面ファイルの自動取り込み機能や、PDM等の既存システム連携にも対応し、現場運用に合わせてカス
タマイズ。
■導入効果
過去図面探索時間を大幅に削減し、流用設計・標準部品活用を促進。設計工数の削減、設計品質の平準化、属人化
の解消に寄与。既存システム連携により、特別な運用負荷を増やさず安定した図面管理・検索環境を実現。

2）生成AI×図面解析による購買（調達）業務の高度化（PoC～段階導入）
対象：製造業（購買/調達部門）

■背景・課題
設計図面から材質・加工方法・板厚・公差・精度等を読み取り、発注先を選定する業務が熟練者の経験に依存し、属
人化・業務集中・育成負荷が課題。

■取り組み・技術
生成AIを活用し、図面内の文字情報・図形情報を解析して、調達判断に必要な項目（材質、加工方法、板厚、公差、
精度等）を自動抽出・判別する仕組みを検証。図面データ数百枚で学習・評価を行い、PoC段階で約80％程度の
認識精度を確認。まずは購買部門の１部門へ適用し、業務適合性を検証。

■導入効果／今後
図面読解負荷の軽減と初期判断の支援により、経験の浅い担当者でも一定水準の判断が可能となる見通しを確
認。今後は全購買部門へ展開し、サプライヤー選定補助、見積回答の妥当性確認（条件齟齬の検知等）へ適用拡大
予定。さらにAI類似図面検索と連動し、設計～購買を横断して効率化する構想。

3）AI×画像解析で石灰炉の原料投入を自動化（24時間稼働設備の省人化・品質均一化／本番導入）
■対象：製造業（プロセス設備）
■背景・課題
24時間365日稼働する重要設備において、炉内の原料量を適切に保つことが品質維持の鍵。導入前は作業員が
現場で目視確認し経験や勘で原料投入しており、長時間監視による負荷、判断差による品質ばらつき、属人化に
よる安定運用不安が課題。

■取り組み・技術
石灰炉周辺に設置した複数カメラ映像をAIで解析し、炉内原料量を自動判定する監視システムを開発。判定結果
をPLCと連携して投入装置へ直接送信し、人の判断を介さず一定基準に基づく投入制御を実現。既設設備を活か
した実運用に即した自動化を構築。

■導入効果
常時監視が必要だった現場作業の負担を大幅に軽減。原料投入のばらつきを抑え稼働状態が安定し、製品品質の
均一化と設備運用の信頼性向上を両立。AIによる24時間自動監視により、省人化と品質向上を同時に実現。

4）AI画像解析で繊維径測定を自動化（品質管理の省人化・標準化／PoC）
■対象：製造業（品質管理）
■背景・課題
電子顕微鏡の拡大画像をもとに担当者が目視で繊維径を測定しており、専門性が必要で作業負荷が高い。担当者
ごとの判断差により測定結果のばらつきも発生し、人手不足を見据えた安定運用が課題。

■取り組み・技術
顕微鏡画像内の繊維をAIが自動認識・抽出し、定義ルールに基づいて繊維径を自動測定する仕組みを構築。AIモ
デル検証を重ね、一定精度で安定した測定結果が得られることを確認し、適用可能性を評価。

■導入効果
測定作業にかかる人手・時間の削減可能性を確認し、担当者負荷軽減に寄与。測定ロジックのシステム化により判
断ばらつきを解消し、品質評価の安定化・標準化に寄与。

5）AI映像解析で人流・交通量・駐車状況を可視化（都市・施設運営のリアルタイム監視基盤／実用化・継続運用）

■対象：自治体・施設運営等
■背景・課題
人流や交通量、駐車状況の把握は安全管理や運営改善に直結するが、従来は目視確認や現地調査が中心で、人手
と時間がかかる／リアルタイム把握が難しい／エリア全体を継続監視できないことが課題。
■取り組み・技術
既存カメラ映像を活用したAI映像解析システムを構築。人物・車両検出、人流カウント、交通量計測、駐車エリア指
定による駐車台数算出、指定区域内の駐車違反検出を実装し、解析結果をリアルタイムで可視化。実証に留まらず
実運用として継続利用。

■導入効果
自動監視により常時把握できる環境を実現し、確認作業の省人化と負荷軽減に寄与。混雑や違反兆候のリアルタ
イム把握、データに基づく運営・対策判断を可能とし、運営効率化と安全性向上を支える基盤として活用。

6）AIによる本人確認書類判定でeKYC業務を高度化（不正検知・省人化）
■対象：金融機関・オンラインサービス等（eKYC）
■背景・課題
本人確認書類画像の種類判別や、コピー・紙焼き等の不正書類の見極めが人手依存で、担当者負荷増大、判断ば
らつき、確認時間の長さが課題。eKYC拡大やマネロン対策の観点でも、厳格かつ効率的な確認プロセスが求め
られていた。

■取り組み・技術
ユーザーがアップロードした画像をAIが解析し、免許証・マイナンバーカード等の書類種別を自動判定。加えて、コ
ピー紙等の不正書類を検知する仕組みを実装。オプションとして、顔写真付き書類と本人顔画像の照合機能等へ
拡張可能な設計。

■導入効果
一次チェック作業を大幅に削減し、省人化と効率化を実現。判断基準の統一によりチェック品質の平準化と不正リ
スク低減に寄与し、迅速かつ信頼性の高い本人確認プロセスを実現。

7）現場撮影だけで型番判別：CG×エッジAIによるアルミ材識別PoC
■対象：製造業（現場）
■背景・課題
形状が似た製品が多く、目視や資料による型番確認に時間と手間がかかり、作業中断や確認ミスが課題。AI活用
にあたり学習用画像データの確保、照明・汚れ等の現場条件への対応がハードル。

■取り組み・技術
iPadで撮影した映像を端末内で解析し、その場で型番を表示するエッジAIを検証（クラウド通信なし）。学習には
実写に加え、2D断面図から生成した3Dデータを活用し、光源・汚れ・背景等を再現したCG画像を大量生成して
学習データとして使用。処理速度、認識精度、照明条件差の影響を評価。

■導入効果
撮影から短時間で型番表示できる見通しを確認し、照合作業削減・確認ミス低減の可能性を示した。CG画像活用
により、実データが限られる条件下でも現場に近い環境で安定識別を目指せる知見を獲得。



価格体系の公開状況

基本的な料金を公開している

高志インテックでは、製造業を中心にさまざまな業種のお客様に対し、業務改善・省力化／省人化の支援を行って
きました。
近年はAI導入にも注力し、課題整理からPoC（概念実証）、本番導入、運用定着まで一貫して対応しています。
主な支援実績は以下のとおりです。

1）AIで設計資産を最大限に活用：AI類似図面検索システム導入（設計DX）

■対象：製造業（設計部門）
■背景・課題
過去図面が大量に蓄積されている一方で、ファイル名や管理ルールが統一されず検索に時間がかかり、「似た形状
の図面があるはずだが見つからない」状態が発生。結果として類似部品を一から設計してしまい、設計工数増大や
標準化の遅れにつながっていた。
■取り組み・技術
登録図面をAIが解析し、形状の特徴量を自動学習・データ化。ユーザーが指定した形状から類似図面を高速検索
できる仕組みを構築。部品情報・仕様・管理番号等の属性検索にも対応し、複数の切り口で目的図面にアクセス可
能とした。図面ファイルの自動取り込み機能や、PDM等の既存システム連携にも対応し、現場運用に合わせてカス
タマイズ。
■導入効果
過去図面探索時間を大幅に削減し、流用設計・標準部品活用を促進。設計工数の削減、設計品質の平準化、属人化
の解消に寄与。既存システム連携により、特別な運用負荷を増やさず安定した図面管理・検索環境を実現。

2）生成AI×図面解析による購買（調達）業務の高度化（PoC～段階導入）
対象：製造業（購買/調達部門）

■背景・課題
設計図面から材質・加工方法・板厚・公差・精度等を読み取り、発注先を選定する業務が熟練者の経験に依存し、属
人化・業務集中・育成負荷が課題。

■取り組み・技術
生成AIを活用し、図面内の文字情報・図形情報を解析して、調達判断に必要な項目（材質、加工方法、板厚、公差、
精度等）を自動抽出・判別する仕組みを検証。図面データ数百枚で学習・評価を行い、PoC段階で約80％程度の
認識精度を確認。まずは購買部門の１部門へ適用し、業務適合性を検証。

■導入効果／今後
図面読解負荷の軽減と初期判断の支援により、経験の浅い担当者でも一定水準の判断が可能となる見通しを確
認。今後は全購買部門へ展開し、サプライヤー選定補助、見積回答の妥当性確認（条件齟齬の検知等）へ適用拡大
予定。さらにAI類似図面検索と連動し、設計～購買を横断して効率化する構想。

3）AI×画像解析で石灰炉の原料投入を自動化（24時間稼働設備の省人化・品質均一化／本番導入）
■対象：製造業（プロセス設備）
■背景・課題
24時間365日稼働する重要設備において、炉内の原料量を適切に保つことが品質維持の鍵。導入前は作業員が
現場で目視確認し経験や勘で原料投入しており、長時間監視による負荷、判断差による品質ばらつき、属人化に
よる安定運用不安が課題。

■取り組み・技術
石灰炉周辺に設置した複数カメラ映像をAIで解析し、炉内原料量を自動判定する監視システムを開発。判定結果
をPLCと連携して投入装置へ直接送信し、人の判断を介さず一定基準に基づく投入制御を実現。既設設備を活か
した実運用に即した自動化を構築。

■導入効果
常時監視が必要だった現場作業の負担を大幅に軽減。原料投入のばらつきを抑え稼働状態が安定し、製品品質の
均一化と設備運用の信頼性向上を両立。AIによる24時間自動監視により、省人化と品質向上を同時に実現。

4）AI画像解析で繊維径測定を自動化（品質管理の省人化・標準化／PoC）
■対象：製造業（品質管理）
■背景・課題
電子顕微鏡の拡大画像をもとに担当者が目視で繊維径を測定しており、専門性が必要で作業負荷が高い。担当者
ごとの判断差により測定結果のばらつきも発生し、人手不足を見据えた安定運用が課題。

■取り組み・技術
顕微鏡画像内の繊維をAIが自動認識・抽出し、定義ルールに基づいて繊維径を自動測定する仕組みを構築。AIモ
デル検証を重ね、一定精度で安定した測定結果が得られることを確認し、適用可能性を評価。

■導入効果
測定作業にかかる人手・時間の削減可能性を確認し、担当者負荷軽減に寄与。測定ロジックのシステム化により判
断ばらつきを解消し、品質評価の安定化・標準化に寄与。

5）AI映像解析で人流・交通量・駐車状況を可視化（都市・施設運営のリアルタイム監視基盤／実用化・継続運用）

■対象：自治体・施設運営等
■背景・課題
人流や交通量、駐車状況の把握は安全管理や運営改善に直結するが、従来は目視確認や現地調査が中心で、人手
と時間がかかる／リアルタイム把握が難しい／エリア全体を継続監視できないことが課題。
■取り組み・技術
既存カメラ映像を活用したAI映像解析システムを構築。人物・車両検出、人流カウント、交通量計測、駐車エリア指
定による駐車台数算出、指定区域内の駐車違反検出を実装し、解析結果をリアルタイムで可視化。実証に留まらず
実運用として継続利用。

■導入効果
自動監視により常時把握できる環境を実現し、確認作業の省人化と負荷軽減に寄与。混雑や違反兆候のリアルタ
イム把握、データに基づく運営・対策判断を可能とし、運営効率化と安全性向上を支える基盤として活用。

6）AIによる本人確認書類判定でeKYC業務を高度化（不正検知・省人化）
■対象：金融機関・オンラインサービス等（eKYC）
■背景・課題
本人確認書類画像の種類判別や、コピー・紙焼き等の不正書類の見極めが人手依存で、担当者負荷増大、判断ば
らつき、確認時間の長さが課題。eKYC拡大やマネロン対策の観点でも、厳格かつ効率的な確認プロセスが求め
られていた。

■取り組み・技術
ユーザーがアップロードした画像をAIが解析し、免許証・マイナンバーカード等の書類種別を自動判定。加えて、コ
ピー紙等の不正書類を検知する仕組みを実装。オプションとして、顔写真付き書類と本人顔画像の照合機能等へ
拡張可能な設計。

■導入効果
一次チェック作業を大幅に削減し、省人化と効率化を実現。判断基準の統一によりチェック品質の平準化と不正リ
スク低減に寄与し、迅速かつ信頼性の高い本人確認プロセスを実現。

7）現場撮影だけで型番判別：CG×エッジAIによるアルミ材識別PoC
■対象：製造業（現場）
■背景・課題
形状が似た製品が多く、目視や資料による型番確認に時間と手間がかかり、作業中断や確認ミスが課題。AI活用
にあたり学習用画像データの確保、照明・汚れ等の現場条件への対応がハードル。

■取り組み・技術
iPadで撮影した映像を端末内で解析し、その場で型番を表示するエッジAIを検証（クラウド通信なし）。学習には
実写に加え、2D断面図から生成した3Dデータを活用し、光源・汚れ・背景等を再現したCG画像を大量生成して
学習データとして使用。処理速度、認識精度、照明条件差の影響を評価。

■導入効果
撮影から短時間で型番表示できる見通しを確認し、照合作業削減・確認ミス低減の可能性を示した。CG画像活用
により、実データが限られる条件下でも現場に近い環境で安定識別を目指せる知見を獲得。



　【別紙】支援可能分野（複数選択）

　①業務のデジタル化に向けた環境整備

○ ペーパーレス化の推進支援（紙書類の電子化・ワークフロー化・文書共有システム導入支援等）

オンライン会議システムの導入・活用支援

○ コミュニケーションツール（チャット・共有・タスク管理等）の導入支援

○ 生成AIの業務活用環境の導入支援（プロンプト設計、社内利用ルール整備、活用トレーニング）

○ クラウドサービス利用環境の構築（メール、ストレージ等の基本的SaaS設定・移行）

勤怠・人事評価などバックオフィスのクラウド化支援

オンライン研修・eラーニング環境の導入支援

○ 社内情報共有ポータルの構築支援（規程・マニュアルの電子化／ナレッジ共有基盤構築）

　②業務プロセスのデジタル化・自動化

電子契約システム導入支援

オンライン決済システム導入支援

RPA導入支援（業務分析、ロボット作成・定着支援）

○ SFA／CRM導入支援（顧客情報管理、営業支援システムの導入・活用）

Webサイト・ECサイトの構築・改善支援

○ データ分析基盤の構築支援（販売・顧客・業務データの可視化、簡易BI導入 等）

IoTデバイス導入の初期支援（設備データの可視化、センサー導入、モニタリング）

○ AIチャットボット導入支援

　③デジタル技術を活用した業務最適化

デジタルマーケティング戦略支援（SNS・SEO・広告・MA活用 等）

予知保全システム導入支援（設備データ分析等）

○ 物流・在庫の最適化支援（IoT・AIを活用した在庫管理・配送最適化）

スマートファクトリー化支援（設備連携、品質データの自動収集、工程データの最適化）

パーソナライズ顧客体験の提供支援（レコメンド、顧客行動分析 等）

デジタルツイン構築支援

VR／ARを活用したシミュレーション・トレーニング支援

データドリブン経営の導入支援（KPI設計・経営ダッシュボード作成）

○ AI／機械学習の導入支援（モデル作成、画像認識、不良検知、需要予測 等）

サイバーセキュリティ高度化支援（ゼロトラスト導入、継続的な脆弱性診断 等）

　④デジタル技術を活用したビジネス変革・価値創造支援

○ ビッグデータ分析・可視化支援

○ 経営レベルでの生成AI活用支援（戦略策定、仮説設計、マネジメント活用）

ブロックチェーン活用支援

CO2可視化・削減システム導入支援

企業間データ連携・エコシステム構築支援

新たなデジタルビジネスモデル創出支援（サブスク、プラットフォーム、デジタルサービス）

DX文化醸成・組織変革支援（意識改革、アジャイル体制整備、DX推進体制構築）
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北陸に根ざし、
高い志と技術力で
お客さまの情報化に貢献。

ご挨 拶

　私たち高志インテックは1979年に株式会社インテックのグループ企業として誕生しました
社名に込められた思いでもある 高い志と技術力でお客さまの情報化に貢献すべく 北陸に根ざした
企業として取り組んでまいりました
　そして今 日々変化する社会情勢や革新的な技術進化によって 私たちを取り巻く事業環境は目まぐ
るしく変化しており 先の読めない不確実性の時代への対応力が求められています
　持続可能な社会は私たちの願いです
　ともに社会課題解決に挑むパートナーとして そして社会インフラをICTで支えるビジネスパート
ナーとして お客さまに寄り添いながら共に課題解決に取り組み 伴走型でのプロフェッショナルサー
ビスを提供してまいります
　豊かなデジタル社会の実現にむけて TISインテックグループの総力をあげてお応えし 「お客さまの
未来」「ふるさとの未来」 そして「私たちの未来」をともに創造し 鮮やかで彩りあるものにするために 
全力で取り組んでまいります

今後とも変わらぬご愛顧を賜りますよう
よろしくお願い申し上げます

かつて険しい山道を越えてたどり着く「越の国」と呼ばれた北陸。

「越」はやがて「古志」そして「高志」とも記され、越中・富山を表すようになりました。

北陸に生まれた私たちは「高志」の社名のもと、システム開発・構築、システム運用・保守、

リース事業さらに労働者派遣事業を加えて4事業の相乗効果を発揮、

つねに高い志で困難を乗り越え、技術力・人材力で地域の情報化に貢献し、

お客さまの繁栄と発展に寄与してまいります。

代表取締役社長

山本  克也
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システムソリューション 《システム開発・構築》 システムマネジメント 《システム運用・保守》

IT資産の運用・保守を信頼できるパートナーに託すこと…それは高度で複雑化した情報システムやネットワークの管理に煩わされず、

企業がコア事業に集中することが可能となり、厳しい市場環境での競争力向上につながります。

当社は、インテックグループで担ってきた運用・保守の専門的な技術力に加え、

ITIL※プロセスに基づいてSLA※、SLM※を定義した管理により、運用プロセスを可視化・標準化します。

ベンダーにとらわれず最新の技術と最適なプロダクトのコンビネーションを実現し、

真にお客さまの業務に役立つシステムを構築いたします。

一括請負はもちろん、インテックグループ各社との協業やオンサイトサービスなども含め、

お客さまの課題に応じ柔軟で最適なソリューションを提供いたします。

ニアショア開発
■富山拠点　 PJ別専用室 
　(高セキュリティ)
■システム開発・運用

モバイル開発
■スマートフォンアプリ
■タブレットアプリ
■モバイルWebシステム

AI開発・検証
■データサイエンス
■AIシステム構築
■類似図面検索・画像解析

AWS・クラウド
■クラウド内製化支援
■構築・運用
■Salesforce導入支援

実績
マイグレーション（自動車メーカー）
キャッシュレスサービス（官公庁)
商品情報PF構築（建材メーカー)
支払リニューアル（生保）

実績
AI類似図面検索（製造業全般）
炉内状況自動判定（化学製品）
人流判定・解析（行政）
身分証明書本人認証（金融）

実績
HACCP衛生管理記録（飲食） 
店舗情報管理アプリ（理美容）
GPS自動ガイド（観光）
AR電子カタログ（エクステリア商品）

実績
サーバレスシステム構築 （AIシステムのクラウド移行）
運用自動化、コード化（大手メーカー）
クラウドネイティブ開発 （フランチャイズ店舗）

System Solution System Management
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Human Resources

社　名／株式会社高志インテック
設　立／1979年6月
資本金／9,000万円
代表者／代表取締役社長　山本 克也
従業員／545名（2024年4月現在）

組織図

●TIS
●インテック
●北国インテックサービス
●スカイインテック
●アイ・ユー・ケイ
●インテック ソリューション パワー
●ネクスウェイ

グループ会社（2024年4月現在）

高志インテックと関連のあるグループ会社を掲載しています。

システム営業部

首都圏営業部

第一ビジネスソリューション部

社会インフラサービス部

システム事業本部

リース事業部

ヒューマ事業部

第二ビジネスソリューション部

社会インフラソリューション部

取
締
役
会

代
表
取
締
役

監
査
役

経
営
執
行
会
議

総務部

1979年  6月
2000年  1月

2000年  4月
2005年  1月
2005年  7月

2007年  4月
2007年  7月
2007年11月
2008年  4月

2011年  1月
2016年  7月

2019年  4月

沿革

会社概要

システム開発・構築
　製造、サービス業、金融、自治体、医療など業種を問わず
　Web、C/S、C、JAVA、.Netなど幅広い開発実績があります
システム運用・保守
　仮想化、クラウドサービス、ネットワークの構築など
　最適なパフォーマンスを満たす運用システムを設計し、
　サービスデスク、システムオペレーションで品質を保証いたします
各種リース、割賦、レンタルサービス
　情報・通信機器、ソフトウェア、社有車、事務用品、生産設備などの
　リースサービスを提供いたします
労働者派遣事業、有料職業紹介事業
　プログラム開発、ＣＡＤオペレーション、コールセンター、一般事務
　などの労働者を派遣いたします

事業内容

加速する技術革新を背景に機械設備がめざましく発展する今、最新設備の導入が企業経営のカギとなっています。

機械設備は購入（所有）からリース（使用）へ…

発想を転換することで、経営の効率化・合理化をはじめ多様なメリットが広がります。

設備投資計画に付加価値の高いリースを活用し、経営の安定と事業の拡大にお役立てください。

リーシング《各種リース、割賦、レンタルサービス》

■事務管理の省力化、コスト削減が図れる
■設備の使用予定期間にあわせて弾力的に対応できる
■契約手続きが迅速

設備投資、企業経営の
効率化促進

業務の効率化を
サポートします

「必要なときに、速やかに、最適な人材を確保できる」これが人材派遣です。

ヒューマにはＩＴから、オフィスワークなど専門分野のスペシャリストまで幅広いスタッフが登録しています。

この中から、能力・人柄ともにお客さまに満足をいただける人材を

タイムリーに提供することがヒューマの使命です。

ヒューマンソリューション 《労働者派遣事業、有料職業紹介事業》

株式会社北陸インテック技研（本社富山市）設立
株式会社日本インテック技研・株式会社西日本インテック技研
と合併（社名：株式会社日本インテック技研）
株式会社インテック ソリューション パワーに商号変更 
グループ再編により、株式会社インテックの完全子会社になる
株式会社インテック ソリューション パワー（北陸本部）分社化
により 株式会社高志インテック設立
純粋持株会社インテックホールディングスの完全子会社になる
株式会社アイ・ユー・ケイより北陸本部の営業権を譲受
株式会社インテックリースよりリース事業を譲受
株式会社インテックホールディングスとTIS株式会社が
経営統合し、ITホールディングス株式会社設立
株式会社ヒューマと合併
ITホールディングス株式会社がTIS株式会社を吸収合併し、
社名をTIS株式会社に変更。グループ名を「ITホールディングス
グループ」から「TISインテックグループ」に改称。
株式会社アイ・ユー・ケイにシステムインテグレーション事業の
営業権を譲渡

取扱品目 ■情報・通信関連機器
■OA機器、各種設備・機器

■人材派遣
■人材紹介

■紹介予定派遣

Corporate OutlineLeasing

富山市下新町5番23号  〒930-0804
TEL（076）432-4632　FAX（076）432-4602

システム事業本部
TEL（076）432-4986　FAX（076）432-2910

　システム営業部
　TEL（076）432-2996　FAX（076）432-2910

リース事業部
TEL（076）444-8511　FAX（076）432-4602

ヒューマ事業部
TEL（076）444-8789　FAX（076）444-8875

本社
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